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交通事故相談日

6月22日(火〉
市役所市民相談室

市政だより

‘ 
10時--15時

なるべく事故に関係のあ

る書類をご持参下さい
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「ヱーイ」とひとけり 「中々飛びませんね」と 受講生のみなさん

鍵震で明るく豊かな生活を譲って
楽しく学び

生がい体育と して国民総スポーツが提唱されていま

す。

老人体育大学
近年平均寿命が延び、高齢化しつつある現在、市は

お年寄りが気軽に参加できるスポーツを通して「健康

と生きがいJを理解していただき、楽しく、 健康で明

るい豊かな生、活が送られることを願って6月4日から

老人体育大学が開設されま した。

講座は、毎週金曜日、2時間ずつ10固にわたって実

施され、実技、健康相談、野外活動、体力テストなど

熱心に受講しています。

生きがいを

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIInllllllllllllllllllll11 111111 11 11 11 11 11 11 111111 11 11 11 111111 IIIII! 11 111 111111 11 111111 11 111111 11 111111 11 1111 11 11 11 11 111111 111 1111 1111111111111111111111111111 

毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛印刷所/九州凸版株式会社
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相
談
日

年
金
保
険
の
問
題
に
つ
い
て
は

従
来
、

諌
早
社
会
保
険
事
務
所
に

出
向
き
お
尋
ね
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
距
離
的
、
時
間
的
な
面
で
も

不
便
で
す
。

市
民
の
便
益
を
図
る
た
め
社
会

保
険
事
務
所
の
協
力
を
得
て
次
の

と
お
り
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
は
国
民

が
老
齢
、
廃
疾
、
死
亡
、
ま
た
は

脱
退
に
つ
い
て
、

保
険
給
付
を
行

い、

本
人
及
び
そ
の
家
族
の
生
活

安
定
と
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
の

制
度
で
す
。市

長

選
投

6
月
刊
山

決

下

水

を
開
設

月

23 

日

厚
生
年
金
は
常
時
五
人
以
上
の

従
業
員
が
働
い
て
い
る
事
業
所
(

会
社
〉
に
働
く
人
が
加
入
し
、
国

民
年
金
は
満
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
で
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
人
が
加
入
す
る
年
金
で

す。
乙
の
よ
う
な
事
業
所
に
働
く
人

と
か
、

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
が
退
職
し
た
人
、
ま
た
勤
め
先

を
変
っ
た
た
め
前
の
職
場
で
加
入

し
て
い
た
年
金
と
の
関
連
、

保
険

給
付
や
手
続
な
ど
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
年
金
関
係
に
つ
い
て
.
お
わ

挙

の

面一一小

日

は

日

で

す

道

え

て

理

備

か
り
に
な
ら
な
い
人
は
個
人
に
限

ら
ず
、

事
業
所
で
も
結
構
で
す
か

ら
、
次
の
相
談
自
に
気
軽
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

日
時
六
月
二
十
三
日

午
前
十
時

t午
後
三
時

場

所

市

役
所
市
民
相
談
室

'
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3
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地代、家賃の
不当な値上げ抑止に

税負担の正しい認識を

昭
和
五
十
一

年
度
は
固
定
資

産
評
価
基
準
年

度
の
た
め
評
価

替
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、

評
価

替
に
伴
い
税
負

担
は
別
記
の
と

お
り
増
加
し
て

い
ま
す
。

最
近
、
他
都

市
に
お
い
て
税

負
担
の
増
加
を

F

理
由
に
地
代
、
家
賃
の
不
当
な
値

上
げ
要
求
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
市
に
お
い
て
も
不
適
正
な

事
例
が
起
き
な
い
よ
う
税
負
担
の

状
況
に
つ
い
て
正
し
い
認
識
を
深

め
て
下
さ
い
。

な
お
、
税
法
が
複
雑
多
岐
に
及

ん
で
い
ま
す
の
で
他
人
と
の
単
純

な
比
較
は
誤
解
の
も
と
と
な
り
ま

す
の
で
不
明
な
点
は
課
税
課
固
定

資
産
税
係
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

税
負
担
の
概
要

宅
地
等
(
農
地
以
外
の
土
地
〉

本目'位，、

の

都

市

"つ

昭
和
五
十
年
度
よ
り
も
三
十
労

程
度
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

注
住
宅
用
地
に
対
す
る
優
遇
措

置
の
特
例

O
住
宅
用
地
は
最
高
で
評
価
額
の

二
分
の
一
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

O
住
宅
用
地
の
う
ち
住
居

一
戸
に

っ
き
二
百
d
ま
で
の
宅
地
は
更

に
、
最
高
で
評
価
額
の
四
分
の

一
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

2

農
地

昭
和
五
十
年
度
よ
り
も
二
十
労

程
度
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3

家
屋

イ

在

来

家
屋

(昭
和
四
十
九

年
以
前
に
建
築
し
た
家
屋
)

昭
和
五
十
年
度
の
税
額
を
据
え

置
き
と
な
っ
て
い
ま
す。

ロ

新

築
家
屋

(
昭
和
五
十
年

以
降
に
建
築
し
た
家
屋
)

評
価
基
準
の一

部
改
正
に
よ
り

在
来
家
屋
の
評
価
基
準
に
比
し

木
造
で
五
十
Mm
、
非
木
造
で
四

十
Mm
の
増
額
補
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

注

床
面
積
百
吋
以
下
の
住
宅
に

く

り

対
す
る
優
遇
措
置
と
し
て
三
年

間
は
評
価
額
の
二
分
の

一
で
課

税
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
宅
地
な
ど
に
対
す
る
園

定
資
産
税
は
昭
和
五
十
三
年
度
ま

で
段
階
的
に
課
税
標
準
の
引
上
げ

が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
三
年
度
に

お
い
て
は
原
則
と
し
て
評
価
額
が

課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

参
考市
内
に
お
け
る
賃
貸
住
宅
の
敷

地
に
係
る
固
定
資
産
税
等
税
負
担

の
具
体
例

〈下
表
)

静住数画居白に|税土地等に月か額かる国定資産 土地の
所在地 るの 敷地面

白壁228?円曜2m869 4 日|増加額積
乾馬場郷 2戸 61円 392.6d7 

宮丁小目路21 1 I 116 I 124 I 8 I 205.00 

ノ、，・
r

・，‘，
e.

・.，，，、，.，.，、
r

、a
・・・.、，，、，
.，.r
、，‘，.，‘，、，，.，、
，、〆、，‘，.
，、，‘、・

.6.，、，、

.. 
，.，
、F‘，
・.. ，ε、，.e
・'

町
名
変
更
通
知
用

(
事
業
所
)

無

料

ハ

ガ

キ

を

ど

う

ぞ

本
年
六
月

一
日
か
ら
古
賀
島
町

外
六
町
の
区
域
に
つ
い
て
町
名
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、
乙
の
区

域
内
に
あ
る
各
事
業
所
の
各
通
信

先
に
対
す
る
町
名
変
更
通
知
用
と

し
て
無
料
ハ
ガ
キ
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
ど
利
用
下
さ
い
。

な
お
無
料
ハ
ガ
キ
は
、
市
役
所

総
務
課
町
名
町
界
係
ま
た
は
商
工

会
議
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

「
新
町
名
」

古
賀
島
町

松
山
町

松
並

一
丁
目

箕
島
町

森
園
町

協
和
町

松
並
二
丁
目

昭
和
五
十
一
年
度
分
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送

し
ま
し
た
。
も
し
届
か
な
か
っ
た
り

わ
か
ら
な
い
v

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
課
税
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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j長 j
i崎 i
i県;
;青;
;年:
:の i
i船;

ュ
l
ル
に
も
耐
え
得
る
心
身
と

も
強
健
な
人

-
事
前
研
修
に
全
日
程
参
加
で
き

る
人

-
大
学
な
ど
に
在
学
中
の
人
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
l
、
夜

間
の
定
時
制
課
程
お
よ
び
通
信

制
課
程
を
除
く
。

募
集
締
切
六
月
二
十
五
日
ま
で

に
関
係
書
類
を
添
え
て
提
出
し

親

好

友

主
a=:t 

団

員

の

参

加

を

り

長
崎
県
青
年
の
船
が
、
中
国
と
・
日
本
国
籍
を
有
し
、
原
則
と
し

の
友
好
親
善
、
青
年
指
導
の
育
成

て
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人

を
目
的
に
出
航
し
ま
す
。
-
四
月
一
日
現
在
、
二
十
歳
以
上

期
間
九
月
下
旬
か
ら
十
六
日
間
お
お
む
ね
三
十
五
歳
ま
で
の
勤

訪

問

地

旅

大

、

北

京

、

天

津

、

労

青

年

(
男
・
女
)

上

海

の

予

定

・

心

か

ら

日

中

の

友

好

を

望

む

人

活

動

・

船

内

活

動

で

、

協

調

性

に

富

み

、

主

催

者

現

在

、
水
車
料
金
の
自
主
納
付

-

訪

問

地

活

動

の

計

画

に

し

た

が

っ

て

規

律

あ

を

し

て

い

た

だ

い

て

い

る

八

十

四

・

事

前

研

修

る

旅

行

及
び
団
体
生
活
が
で
き
の
取
り
ま
と
め
団
体
が
あ
り
、
共

応

募

資

格

る

と

と

も

に

、

ハ

i
ド
ス
ケ
ジ
働
き
な
ど
水
道
料
金
納
入
が
便
利

ぺ
f，r
t
f
J
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i
t
f
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f
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日

時

七

月

一

管

理

上

必

要

と

認

め

る

日

(

休

場

3
自
転
車
は
な
る
べ
く
乗
っ
て
乙
い

~

レ

日

i
九
月
十
日
変
更
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
な
い
。
も
し
乗
っ
て
く
る
時
は
~

ペ

ノ

ン

日

午

前

十

プ

!

ル

管

理

棟

の

前

に

掲

示

し

ま

前

輪

、

後

輪

と

も

か

ぎ

が

か

か

~

ャ

-

プ

時

1

午

後

六

す

)

る

よ

う

に

す

る

叩

~

-

一

時

料

金

(

一

人

一

日

一

回

)

4

プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
す
べ
り
や
す
一

オ

大

人

、

高

校

生

百

円

い

の

で
絶
対
に
走
ら
な
い
と
と

』

γ
f

休

日

毎

月

第

て

日

小

学
、
中

学

生

五

十

円

5
水
着
な
ど
の
所
持
品
に
は
必
ず

い

一
・
三
月
曜

、
1
」
叫

1

注

意

住

所

、

氏
名
を
書
く

こ

と

ん

己ヘ

1
』

八

月

十

日し
F

白
川

1
病
気
や
最
近
体
の
調
子
が
悪
い

6
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
焼
け
て
熱
い
山

v

j
リ

四

t
十
六
日

ー

7

」
l

思
う
人
は
ど
遠
慮
下
さ

い

の

で

付
添
い
の
人
は
上
履
を
持
川

γ市
そ

の

他

市

教

2
必

要

以

外

の

現

金

や

時

計

な

ど

っ

て

き

て

下

さ

い

。

~

J

育
委
員
会
が
の
貴
重
品
は
持
っ
て
こ
な
い

~、

:
r
J
J
7
、y
t
t
'
t
J
J
J
、E
t
e
-
t
J，r
j
-
J
-
2・、，
z
，，
t
f
r
J
J
-
2
う
1
J
t
L・r
J〉
1
1
1〈
J
J人

て
下
さ
い
。

経
費
二
十
四
万
三
千
円
の
予
定

そ
の
他
に
も
負
担
が
あ
り
ま
す

書
類
提
出
及
び
問
い
合
せ
先

市
社
会
教
育
課
に
書
類
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
い
事
は
、
社
会
教
育
課
へ

電
話
③
l
四
一
一
一
内
線
三
三

九

水
道
料
金
の
納
入
に

取
り
ま
と
め
団
体
の
結
成
を

むおお市政だより(3) 

で
ま
た
報
奨
金
は
団
体
育
成
の
資

金
源
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
水
道
部
で
は
次
の
条
件
で
取

り
ま
と
め
団
体
の
結
成
届
を
お
ま

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先

市
水
道
部
電
話
③
|
一
一
一
一

@
納
入
通
知
書
配
付
報
奨
金

一
件
に
つ
き
七
円

。
取
り
ま
と
め
納
付
報
奨
金

一
件
に
つ
き
二
十
円

五
月
現
在
の
取
り
ま
と
め
の
団

体
状
況

町子婦町
内供人内
班会会会

四
十
二

十
八

老

人

会

三

納

税

組

合

十

長

崎

海

洋

気

象

台

の

発

表

に

た

。

日

よ
り
ま
す
と
、
今
年
の
気
象
は
市
は
、
危
険
区
域
に
対
す
る

諌
早
、
大
村
に
大
水
害
を
も
た
措
置
を
講
じ
、
危
険
区
域
に
対

ら
し
た
昭
和
三
十
二
年
の
気
象
す
る
避
難
指
示
の
徹
底
を
し
て

に
似
て
お
り
大
雨
が
降
り
や
す
い
ま
す
が
、
万
一
の
災
害
に
備

く
集
中
豪
雨
の
お
そ
れ
が
あ
る
え
避
難
場
所
及
び
災
害
用
持
出
…

と
予
報
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
品
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

市
は
、
梅
雨
入
り
を
前
に
六
気
象
予
報
に
つ
い
て
も
、
テ
一

月
四
日
水
防
防
災
会
議
を
聞
き
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
利
用
し

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
委
員
の
立
場
積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
、
あ

か
ら
災
害
に
備
え
る
べ
く
体
制
わ
て
ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
準

づ
く
り
を
真
剣
に
討
論
し
ま
し
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

雨

の

季

節

で

す

災

害

に

備

え

|水道だより

洗
た
く
機

て

万

全

を

(
二
槽
式
)
で
の

洗
た
く
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

五

@
洗
た
く
物
は
ま
と
め
て
洗
い
ま

'
し
ょ
'
つ
。

洗
た
く
物
一
回
と
二
切
で
は
、

二
十
二

E
も
の
水
量
の
差
が
で
ま

す。。
す
す
ぎ
の
前
に
は
必
ず
脱
水
を

l
u
古
品・
し
ょ
・
っ
。

脱
水
機
で
洗
剤
を
お
と
し
て
下

さ
い
。
二
十

g
も
水
が
節
約
で
き

ま
す
。

@
流
し
っ
放
し
の
す
す
ぎ
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

洗
た
く
槽
に
水
を
張
る
↓
水
を

と
め
て
一
分
す
す
ぐ
↓
二
分
脱
水

乙
れ
を
も
う
一
度
く
り
返
し
て
下

さ
い
。

こ
れ
で
十
分
で
す
。

こ
の
方
法
だ
と
、
洗
た
く
か
ら

す
す
ぎ
ま
で
一
回
百

2
の
水
で
す

み
、
流
し
っ
放
し
(
二
百
四
十

2
)

に
く
ら
べ
て
、
ふ
ろ
お
け
一
杯
分

の
節
約
が
で
き
ま
す
。
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日

すで

蚊の発生源対策を

今
年
も
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て

来
ま
す
。

恐
ろ
し
い
日
本
脳
炎
の
流
行
期

で
す
。ま
ず
、
蚊
の
発
生
源
対
策
と
し

て
、
水
た
ま
り
へ
の
薬
剤
散
布
、

雑
草
の
刈
り
取
り
な
ど
を
実
施
す

る
と
共
に
、
日
本
脳
炎
の
媒
介
者

コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
が
発
生
し
や

す
い
豚
舎
、
牛
舎
な
ど
を
中
心
に

徹
底
し
た
成
虫
駆
除
活
動
を
実
施

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
各
人
の
健
康
管
理
は
予

防
の
う
え
か
ら
も
大
切
な
乙
と
で

す。
次
の
事
柄
を
よ
く
守
り
、
病
気

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

'しょ・つ。

。
過
労
を
さ
け
睡
眠
を
充
分
に
と

三一相か じ曜の耳
、談け無て日児の聴 一
〉聴内下料いに童不覚 み
J力容さでま耳に自障 .，. 
f診 いすすと対由害 の
え断 。の。言しな者 、
三及 で葉て人の と
うび 気の毎、福 ー
医 軽相月言祉
療 に談第語とおJ，..
;相 おに三障しc...
:談 出応土害て気ば

軽の
と 相三二
こ 談、、!こ土日三
ろ 日幼補 '11--1 

児聴、ど壬火
福午六教器ー il;K
祉後月育のつ
セー十柏戸
ン時九談検ぞ
タ!日修
l四理
時

決

期千了流下

水

道

イ申

8郎

{ま

す

る
乙
と

O
栄
養
を
充
分
に
と
る
乙
と

。
特
に
無
帽
で
日
光
に
長
時
間
照

ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
す
る
乙
と

の
夜
間
睡
眠
中
、
蚊
に
刺
さ
れ
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

他
人
の
迷
惑
を
考
え
て

犬
の
放
し
飼
い
を
や
め
よ
う

最
近
、
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
に

よ
り
人
畜
、
農
作
物
な
ど
に
被
害

を
被
り
、
ま
た
ゴ
ミ
箱
を
荒
さ
れ

て
困
る
と
い
う
苦
情
が
多
く
出
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
る
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し

な
い
よ
う
飼
育
者
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
.
昼
間
は
つ
な
い
で
い
て

も
夜
に
な
る
と
ほ
え
て
う
る
さ
い

か
ら
と
い
っ
て
、
放
し
飼
い
を
す

る
人
も
多
く
見
受
け
ま
す
。

夜
、
放
し
飼
い
を
す
る
こ
と
は

特
に
危
険
で
す
。

必
ず
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

飼
い
犬
の
気
が
荒
く
な
る
の
は

運
動
不
足
の
た
め
で
す
か
ら
少
な

く
と
も
朝
夕
二
回
は
散
歩
に
つ
れ

て
行
く
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
義
務
と
し
て
少
な
く
と

土

育

つ

夢

も
次
の
こ
と
を
絶
対
に
守
っ
て
下

さ
い
。

川
生
後
三
カ
月
以
上
の
飼
い
犬
は

毎
年
一
回
登
録
と
春
・
秋
二
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
(
登
録
は
市
衛
生
課

ま
た
は
各
出
張
所
で
で
き
ま
す

登
録
手
数
料
三
百
円
)

ω飼
い
犬
は
、
飼
い
主
が
占
有
す

る
以
外
の
場
所
に
放
し
飼
い
を

し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
人
畜

に
被
害
を
加
え
、
ま
た
は
、
加

え
る
お
そ
れ
の
あ
る
犬
は
.
い

つ
も
つ
な
い
で
お
く
乙
と
。

ω犬
を
連
れ
出
す
と
き
は
、
丈
夫

な
鎖
か
綱
を
か
け
、
人
を
か
む

お
そ
れ
の
あ
る
犬
は
、
必
ず
口

輪
を
か
け
る
乙
と
。

凶
飼
い
犬
を
捨
て
る
と
き
は
、
所

定
の
不
用
犬
回
収
箱
に
入
れ
る

乙
と
。
不
用
犬
の
回
収
臼
は
、

四
日
・
十
四
日
・
二
十
四
日
の

水

の

事

故

か幼

児

を

守

ろ

う

り

今
年
に
入
り
市
内
で
既
に
三

件
の
水
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
(
い
ず
れ
も
幼
児
、

う
ち
一
人
は
死
亡
)

事
故
を
な
く
す
た
め
に
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

-
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な
い

2

古
井
戸
、
水
槽
、
池
な
ど

危
険
な
場
所
は
、
お
互
い
に

協
力
し
て
ふ
た
や
さ
く
な
ど

必
要
な
安
全
措
置
を
講
ず
る

3

海
や
川
、
池
な
ど
危
険
な

午
前
中
で
す
。
回
収
箱
は
市
役

所
と
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

④
未
登
録
犬
・
放
飼
い
の
犬
は
捕

獲
し
ま
す
。
未
登
録
犬
は
、
直

場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
に

は
我
が
子
同
様
「
危
い
よ
」

と
一
声
を
か
け
て
や
め
さ
せ

ムま'しょ，っ。

大
村
警
察
署

ち
に
登
録
を
す
ま
せ
、
絶
対
に

放
し
飼
い
を
し
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

移o

動o
採O

血o
場。

変0 所。

りO がo

まO

す0

従
来
、
血
液
セ
ン
タ
ー
大
村
出

張
所
を
国
立
長
崎
中
央
病
院
と
市

立
病
院
に
設
置
し
て
い
ま
し
た
が

こ
の
た
び
下
記
に
変
更
し
ま
し
た

の
で
、
ど
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

場
所
市
役
所
玄
関
横

定
例
採
血
日
毎
月
第
三
木
曜
日

時
間
午
前
十
時

t
正
午



昭和51年6月15日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111111111111111川11111111111111111111

b おおむ市政だより(5) 

奇お

ま

ち

お

し

せ

り

注
射
と
検
診

圃
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B

・C
・G

予
防
接
種

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対

象
と
し
て
、
ツ
反
検
査
、

B
・

c

G
接
種
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
四
歳

未
満
の
人
で
今
ま
で
一
度
も
受

け
な
か
っ
た
人

料
金
無
料
で
す
。

※
当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

下
さ
い
。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時

l
三
時

づ

暁

る

く

り

-
胃
ガ
ン
の
集
団
検
診

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
胃
ガ
ン
検

診
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

乙
の
機
会
に
是
非
受
診
さ
れ
、

健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

希
望
者
は
、
早
自
に
申
込
ん
で

下
さ
い
。

対
象
者
四
十
歳
以
上
の
人

料

金

無

料

実
施
日
八
月
の
予
定
で
す
が
申

し
込
ま
れ
た
人
に
は
別
途
詳
し

く
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法
六
月
三
十
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
ハ

ガ
キ
か
電
話
で
市
衛
生
課
へ
ど

連
絡
下
さ

し、。
実
施
人
員

一
百
人
に

達
し
た
場

合
は
締
切

り
ま
す
。 い

暮

し

下

水

道

社
会
福
祉
事
業
費
へ

A
旭
町
団
地
の
見
明
直
雄
さ
ん
は
ん

金

一

封

亡

妻

ハ

ツ

エ

さ

ん

の

忌

明

に

一
ム
寿
古
郷
の
堀
田
安
ム
諏
訪
八
区
の
草
野
ア
サ
ノ
さ
ん
~

た
男
さ
ん
は
、
亡
母
は
、
亡
夫
惣
次
郎
さ
ん
の
忌
明

v

・

L

タ
ツ
さ
ん
の
忌
明
に

Va-

、

に

ム

久

原

郷

の

中

村

安

春

さ

ん

は

亡

u

，‘u・
ざ
ム
平
小
川
郷
の
広
瀬
長
女
む
つ
子
さ
ん
の
忌
明
に

ご
政
和
さ
ん
は
、
亡
ム
上
小
路
の
野
中
キ
ミ
さ
ん
は
亡
〈

口

汚

父

数

馬

さ

ん

の

忌

夫

俊

明

さ

ん

の

忌

明

に

• 

が

明

に

ム

市

内

匿

名

氏

か

ら

金

一

封

り
ム
西
本
町
の
富
永
健
子
供
の
家
へ

あ
さ
ん
は
、
亡
父
軍
ム
今
津
町
の
宮
崎
ユ
リ
子
さ
ん
は
〈

刊

さ

ん

の

忌

明

に

亡

夫

貞

雄

さ

ん

の

忌

明

に

-

C

ム
昭
和
通
り
三
丁
目
公
民
館
の
整
備
の
た
め

一

(
の
山
崎
好
次
郎
さ
ム
上
小
路
の
野
中
キ
ミ
さ
ん
は
亡
人

ん
は
、
亡
妻
ジ
ュ
夫
俊
明
さ
ん
(
元
中
央
公
民
館
九

ン
さ
ん
の
忌
明
に
長
)
の
忌
明
に
、
金
十
万
円
を
九

-3歳児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
生

れ
と
周
年
六
月
か
ら
十
一
月
生

れ
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い

な
い
人
。

日
時
六
月
二
十
二
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分
午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水

ぼ
う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
次
回
健

診
日
に
お
受
け
下
さ
い
。

催

も

の

実施場所 iツ反検査 jB.C峨種|
市 役 所

諏訪公民館 7/ 6 7/8 

萱瀬出張所 (火〉 (木)

三浦診療所

鈴田出張所 7/ 9 

竹松出張所 (水) (金)

7/15 
福重出張所 (火) (木)

7/16 
松原出張所 (水〉 〈金〉

し

-
第

2
回

良
い
映
画
を
見
る
会

主
催
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
・
場
所

六
月
二
十
六
日
(
土
)

川
午
後
二

l
三
時

萱
瀬
出
張
所

同
午
後
四

l
五
時

竹
松
出
張
所

対
象
小
・
中
学
生

入
場
料
無
料

映
画
「
ぼ
く
の
犬
キ
ン
グ
」

十
六
ミ
リ
カ
ラ
l
、
四
十
四
分

文
部
省
特
選
、
一
九
七

O
年
教

育
映
画
祭
最
高
賞

解
説
誰
も
が
出
会
う
別
れ
の
悲

し
み
を
乗
越
え
て
大
き
く
成
長

し
て
い
く
少
年
と
愛
犬
キ
ン
グ

と
の
愛
の
物
語

備
考
親
子
で
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
へ

o
E
②
l
四
三
二
一

募

集

-
簡
易
保
険
創
業
印
周
年
記
念

か
ん
ぼ
資
金
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
を
募
集

テ
ー
マ
簡
保
資
金
融
資
施
設

(
学
校
、
公
園
、
公
営
住
宅
、

道
路
、
橋
、
港
湾
、
市
場
な
ど
)

を
題
材
と
し
た
明
る
い
作
品

※
融
資
施
設
は
郵
便
局
で
お
尋
ね

下
さ
い
。

サ
イ
ズ
カ
ラ

l
は
ス
ラ
イ
ド
三

十
五
ミ
リ
以
上

白
黒
は
四
ツ
切
り

単
写
真
、
組
写
真
い
ず
れ
も
可

作
品
受
付
郵
便
局
の
保
険
窓
口

募
集
締
切
八
月
十
日

※
詳
し
く
は
郵
便
局
の
保
険
課
へ

…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
…

こ
の
た
び
市
社
会
福
祉
協
議
…

…
会
内
に
「
奉
仕
活
動
セ
ン
タ
ー
」
…

…
を
設
置
し
て
奉
仕
活
動
の
推
進
…

…
を
凶
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
?

篤
志
奉
仕
者
、
民
間
奉
仕
者
…

…
あ
る
い
は
社
会
事
業
奉
仕
者
な
…

…
ど
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
要
す
る
…

…
に
自
分
の
も
っ
て
る
力
を
社
会
…

…
の
た
め
、
人
の
た
め
に
役
立
て
…

…
ょ
う
と
、
す
す
ん
で
奉
仕
を
す
…

…
る
人
の
乙
と
で
す
。

「
自
分
も
何
か
し
た
い
が
、

…
何
が
で
き
る
、
だ
ろ
う
か
」
と
思
…

…
わ
れ
る
人
は
、
ど
う
か
社
協
内
…

…
奉
仕
活
動
セ
ン
タ
ー
(
電
話
③
…

…
ー
一
三
五
一
)
へ
気
軽
に
ど
相
…

…
談
下
さ
い
。

な
お
当
社
協
で
は
、
ボ
ラ
ン
…

…
テ
ィ
ア
活
動
の
実
態
を
調
査
し
…

…
て
い
ま
す
の
で
、
現
に
ボ
ラ
ン
…

…
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
…

…
る
人
は
お
手
数
で
す
が
住
所
、

…
氏
名
、
奉
仕
内
容
な
ど
を
社
協
…

…
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
下
室
る
よ
…

…
う
お
願
い
し
ま
す
。
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-
青
年
国
内
研
修
生
を

募

集

期
間
九
月
二
十
一
日

1
三
十
日

研
修
地
滋
賀
県
、
愛
媛
県
、
高

知
県

研
修
内
容

O
青
年
教
育
の
視
察

O
地
元
青
年
と
の
交
歓

O
施
設
見
学

O
大
村
市
の
紹
介

。
そ
の
他
各
種
研
修

募
集
人
員
六
人

資
格
O
市
内
に
在
住
す
る
勤
労
青
年

(
男
女
を
問
わ
な
い
〉

O
年
齢
は
お
お
む
ね
二
十
歳
か
ら

二
十
五
歳
ま
で

O
健
康
で
団
体
生
活
に
適
応
で
き

る
青
年

O
事
前
・
事
後
研
修
と
も
参
加
で

き
る
人
。

経
費
個
人
負
担
一
万
円
程
度

申
込
市
社
会
教
育
課
に
応
募
書

類
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
六
月
二
十
六
日
(
土
)

※
詳
し
く
は
市
在
会
教
育
課
へ

圃
雇
用
促
進
融
資
募
集

雇
用
促
進
融
資
と
は
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
数
以
上
の
労
働
者
を
雇
い

入
れ
る
事
業
主
、
ま
た
は
事
業
主

の
団
体
に
労
働
者
住
宅
及
び
諸
施

設
等
の
設
置
ー
ま
た
は
整
備
の
た

め
の
資
金
を
長
期
、
低
利
に
融
資

し
て
、
労
働
者
の
雇
用
の
促
進
と

企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し

よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

受
付
期
間
昭
和
五
十
二
年
一
月

三
ボ
一
日
ま
で
(
貸
付
枠
に
達

し
次
第
締
め
切
り
)

貸
付
対
象
施
設

O
労
働
者
住
宅
、
社
宅
、
寄
宿
舎

な
ど

O
福
祉
施
設
、
休
養
室
、
浴
場
、

食
堂
、
託
児
所
、
売
居
な
ど

O
職
業
訓
練
施
設
、
職
業
訓
練
の

r
J〈
2ep--'p
、f
，.，、，、~・.‘，，、
z
z
，、ど
J
J
ど
B
'
2
2
2
、f
f
p
、，、
.
r
J
、，z
-
t
t
r
f
J

つ
ゆ
で
す

雨
の
日
が
多
く
な
り
ま
す
。

前傘
を・は
見高
てく

交
通
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

全保

下

水

道

守

‘t!:. 
:lB 

つ

て

た
め
の
教
室
、
機
械
な
ど

O
通
年
雇
用
設
備
、
ス
チ
ー
ム
ク

リ
l
ナ
、
被
服
乾
燥
器
な
ど

O
身
体
障
害
者
作
業
施
設
、
作
業

場
及
び
機
械

O
心
身
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所

施
設
、
作
業
施
設
、
管
理
施
設

福
祉
施
設
な
ど

融
資
率
標
準
価
額
に
基
づ
い
て

算
出
さ
れ
、
中
小
企
業
主
九
十

Mm以
内
、
ま
た
は
八
十
労
以
内

そ
の
他
の
場
合
は
、
七
十
%
以

内
、
ま
た
は
八
十
労
以
内

利
率
中
小
企
業
年
七
・
五
労

大
企
業
年
八
必

償
還
期
間
五

t
十
年
以
内
(
貸

付
対
象
施
設
の
内
容
に
よ
る
)

申
込
先
取
扱
金
融
機
関
(
銀
行

相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
)

問
ム
口
先
県
雇
用
保
険
課
又
は
公

共
職
業
安
定
所

試

験

-
保
母
試
験
の
た
め
の

講
習
会
と
保
母
試
験

〈
講
習
会
〉

日
時
七
月
二
十
一

1
二
十
六
日

午
前
八
時
三
十
分

I
午
後
五
時

場
所
南
高
来
郡
小
浜
町
雲
仙
国

際
観
光
会
館

受
講
料
長
崎
県
社
会
福
祉
施
設

ろ

暮

と

し

う

従
事
者

四
科
固
ま
で

五
科
目
以
上

一
般
受
講
者

四

科

固

ま

で

四

千

円

五

科

目

以

上

七

千

円

申
込
期
限
六
月
三
十
日

申
込
先
長
崎
市
上
町
一

l
三
三

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

受
講
料
送
金
現
金
書
留
に
よ
る

※
受
講
申
請
申
込
み
の
場
合
は
住

所
、
氏
名
、
明
記
の
上
、
五
十

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
封
筒
一

通
※
県
内
社
会
施
設
従
事
者
の
場
合

は
施
設
長
の
認
印
を
申
込
書
に

捺
印
す
る
乙
と
。

〈
試
験
〉

日
時

、八
月
二
日

t
六
日

受
付
期
間
六
月
二
十
一
日

t
七

月
三
日

受
験
手
続
は
、
長
崎
市
江
戸
町
二

ー
十
三
長
崎
県
生
活
福
祉
部
児

童
保
育
係
へ

※
申
込
用
紙
は
長
崎
県
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
。 三

千
円

六
千
円

ス
ポ
ー
ツ

-
体
力
づ
く
り
ク
ラ
ブ
へ

ど

日
時
毎
週
土
曜
日

午
後
二
時
l
四
時

つ

自

然

市
民
体
育
館

前
半
|
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

使
用

後
半
|
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
卓
球
な
ど

年

齢

男

四

十

歳

、

女

二

十

歳
以
上

会

費

月

三

百

円

※
希
望
者
は
当
日
体
育
館
へ

代
表
者
喜
々
津

内場
容所

置
沖
縄
空
手
道
演

武

大

会

目
時
六
月
二
十
七
日
(
日
)

午
前
十
時

場
所
市
民
体
育
館

入
場
料
二
百
円

園
柔
道
昇
段
審
査
会

日
時
六
月
二
十
六
日
(
土
)

午
後
一
時

場
所
市
武
道
館

対
象
初
段
、
二
段
、
三
段

審
査
学
科
、
実
技
、
形

受
験
料
初
段
千
五
百
円

一一

t
三
段
二
千
円

大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

主
催

ぞ

圃
柔
道
教
室

対
象
一
般
、
高
・
中
・
小
学
生

日
時
毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
六
時

I
八
時

(
小
・
中
学
生
は
七
時
ま
で
)

場
所
市
武
道
館
(
消
防
署
裏
)

連
絡
先
練
習
日
は
武
道
館
、
ま

た
は
竹
松
本
町
浦
山
(
血
①

|
七
八
一
一
〉
へ

旭

一
花
を
植
え
ま
し
ょ
う
一

一
1
花
首
を
配
付
し
ま
す
|
↑

本
年
も
次
の
よ
う
に
環
境
一

一
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
花
…

-

苗

を

配

付

し

ま

す

。

一

一
該
当
団
体
で
ご
希
望
の
人
-

は
期
日
ま
で
に
お
申
込
み
下
一

一

さ

い

。

-

一

花

苗

マ

リ

l
ゴ
ー
ル
ド
一

-

サ

ル

ビ

ア

一

…
対
象
町
内
、
職
場
、
自
主
…

一
団
体
、
各
学
校
、
幼
稚
園
一

一
な
ど
道
路
に
面
し
た
花
壇
一

-
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
↑

…
個
人
の
庭
園
で
市
民
の
目
…

一
に
ふ
れ
な
い
よ
う
な
花
壇
一

-
な
ど
の
利
用
は
お
断
り
し
一

-

ま

す

。

一

一
配
付
数
一
団
体
五
百
本
ま
…

一
で
。
た
だ
し
、
希
望
多
数
一

↑
の
時
は
協
議
会
で
調
整
し
一

ま

す

。

一

一
申
込
締
切
六
月
二
十
六
日
…

一
申
込
方
法
次
の
事
項
を
ハ
一

一
ガ
キ
に
書
い
て
、
玖
島
郷
-

二
五
番
地
市
社
会
教
育
課
…

一
内
「
大
村
市
民
憲
章
推
進
一

一
協
議
会
事
務
局
」
あ
て
に
一

-

申

込

ん

で

下

さ

い

。

-

H
O花
苗
名
と
希
望
本
数
一

一

O
花
壇
の
広
さ
(

2

m

)

-

一

O
申
込
者
の
住
所
、
氏
名
(
一

-
町
内
団
体
な
ど
の
名
称
及
↑

…
び
代
表
者
名
¥
電
話
番
号
…

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
一
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